






要約:3 歳児について療育・相談等を行っている施設を対象に、他機関との連絡・連携状況

を中心に調査を行った。その結果、対象児の多くが保健所や市町村から紹介されているが、

必ずしもその体制は充分でなく、保健所を中心とした連絡調整の必要性が示唆された。こ

のことを受け、これまで対応がまちまちであった三歳児健診の事後指導を効率的に行い、

同時にこれまで放置されることの多かったグレーゾーン児の処遇策を盛り込んだマニュア

ルを作成し、来年度のモデル実施を計画した。 


